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事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書
〇

・変 弱
/夕好

(法人にあっては

下建設株式会社 代 表取締役社長 金 下昌司

く法人にあっては、主た

都府官津市字須津471-1

特定事業者の
主たる業種

土本構造物の施工及び道路の舗装   建 築物の設計、工事監理及び施工  舗 装材料の製造

該当する事業
者要件

「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換
算して1,500キロリットル以上))
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又
はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第4号 該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事
業者 (二酸化炭素に換算して3000トン以上))

戸

「

計 画 期 間 平成  18 年  4 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 翻 当社はすべての領域の活動において、
の発生の抑制、リサイクルに積極的に取組、
滅を目指す。

環境汚染の予防に努めるとともに、
環境負荷の低減を図ることにより、

省資源、省エネルキ
j―

、建設副産物
16%の温室効果力

・
ス排出量の削

推 進 体 制 社長を委員長とするISO推進委員会を設置している。組織の活動をク
ヤ
ルリ

や
化 (サイト)し ており、実施計画の

策定、毎月の進捗管理システムを構築する。

年度 ことの臭

体的な取紅及
び措置

T

18～19 連絡草 曜抽被打II両をおリリン車に換え、C0291出昼を17年度4E用昼に抑さえるし

18～19 事務所ク
・
ルリ

°
現在の活動と推進していくことにより、C02排出見を1%削 減する.

18～19 施工 (土木)ク
・
ルーデ 現場事務所の電気畳を1培肖J減する。

18～19 施工 (建築)ク
・
ルウ

°
現場子務所の電気量を2却Ⅲ減する。

18～19 工場ク
・
たデ 現在実施している活動を確実にすることによりC02排出室と2培削減する。

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

丞準年度 (実績)
( 17)年 度

〈二酸化炭素換算 (t) )

目襟年度 (計画)
( 19 )年 度

(二酸化炭素換算 〈1))

削減 軍

(計画 )

(%)

A事 業所等排出区分 ↓ 3. t
-1 6 %

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 ヤt t %

排出合計 1        3、 881t 2       3,819 t -1 6 %

その他の地球
温暖化対策に

よる温室効果
ガスの削減量

等

対策等の区分
目標年度 (計画)

(二酸化 炭素換算 〈t))

森林の保全及び整備 く整備面積) 〈吸収量) t

府内産の木材の利用 〈利用畳) m, 〈削減重) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

〈冗電■) (削減こ) t

(熱,【綸■) (削減埋) t

グリー ン電力の購入 (庫人と) (削減況) t

削減量等合計 t

差
コ
， 1排出量

(排出合計―旧Ⅲ減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)
・1        3881t “〕的     3 , 8 1 9  t -16 %

特 記 事 項
年に営業所において117材の肖」波え
2 1S014001の取組において、ク

ヤ
リ

とともに、建築設計においては、十
している。
31コトライツ■イスターを7サイトに配置し、
4 福知山営業所並びに京丹後営業

1達成しており、
ウ購入、産業廃
斬熱に配慮した

アイト リンク
・
   ストッ

:所を18年度よヒ

以降維持に努めている。
菜物発生の抑制、環境対策型建設鳩
提案、営業においては、環境負荷α

メ等エコドライデの徹底を図る。
)新設

みでは、2001年を基準として2004

:械の使用の促進の活動を実施する
)低減に関する提案等の活動を実施

連  絡   先 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ 番 号

注 〕

を
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核当する日にtよ、 レ'Jを記入してくださⅢⅢ Ⅲ定事栄者以タトで白i歩加さオ1る事来子の方は レ印の,
「本十年度Jと は前W期間の前年度を f日 椋年度」とは1+画期間のR終年度をいいます
'事薬所等排|」き分Jと は 京郁府山の事深"年 の事米,「動のためのエネルギーのよ,‖にイトいた′Lす々

とは 自 IJF卜疋i基事業者については使Ⅲlの本拠の位置をメ4ほ府Ⅲとする'1‖"の排出|する温宣効央ガスそ
両又は旅客lIⅢ〒のfll1 1するyHnョ効呆ガスを 「そのlLりIJ4区分Jと は 上記以タトのメ杯市内におけるこ
J!ガスをいいます(
fttF L t t r r【Jに は H4成2年度 〈〕990年 度)を八十としたll,11ヽの対比やエネルギー疎半47C() 1
典ガスf/1‖,ⅢⅢ茂へのすt駅 グ リーンjl達の採サH l,tフ ロンなどの冬初指定外のtt室効共ガスの問rt'

キ


